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DPCデータからみた病院と地域
山形市立病院済生館 岩渕 勝好

資料はDPCデータより作成していますが、山形市立病院済生館等の
現状を表すものではありません。

DPCデータを利用し

自院の診療圏の人口変化から将来の病院機能を考察する

疾患構成 診療行為の増減

自院の診療圏を把握する

救急車 紹介患者分布

手作りの病院間比較から自院の特徴を把握する

ナイアガラ分析 パスの比較

手作りベンチマークのお勧め

• 自院のデータのみ見ていても、特徴はなかなかつかめない

• 他院と比較して自院の特徴を把握してみよう

• DPCデータは有効な手段
– 同一の形式、粒度もそろっている

• 3病院から3ヶ月分のEFDファイルを集め、無償版のツール
（SQL server, Qlikview）を使用し解析

外来平均単価（病院単位）

施設 xxx yyy zzz

平均単価 11,477 9,913 12,580 

外来患者数
（10月） 17406 22137 14613 

→平均単価、稼働額をどのように見ていくか

外来診療→稼働額 構成は
（ナイアガラ分析とは）
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①金額の低い順に並べる

在宅酸素療法

②低いほうから順に加算していく（累積金額を出す）

受診1回の金額

→グラフにすると

ナイアガラ分析（呼吸器内科）
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右上の点が外来稼働額合計
＝収入になります

210人,14万

→線を2本入れると
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ナイアガラ分析（呼吸器内科）
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350人,32万
単価 700円以下

単価1380円

←  team 700 →

←team →

1380

←                   over →

→病診連携で患者を誘導すると

ナイアガラ分析（呼吸器内科）
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患者数が200少なくて、
稼働額がほぼ同じ

高さが同じであれば
収入は変わらない

（2011年Y月）

（2011年X月）

地域医療連携で
乗り切る

→ベンチマークの3病院では

外来平均単価（病院単位）

施設 xxx yyy zzz

平均単価 11,477 9,913 12,580 

外来患者数
（10月） 17406 22137 14613 

→ナイアガラ分析へ

ナイアガラ分析（病院全体）
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○○外科

急峻なナイアガラの滝 VS なだらか

0

2000000

4000000

6000000

8000000

10000000

12000000

1 201 401 601 801 1001

xxx

yyy

zzz

△△科

患者数は3割少ないが稼働額は同様

→どのような背景によるものか
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ナイアガラ分析 II

特徴抽出のために診療区分ごとのナイアガラ分析

診療科の特徴を見つける

診療科の特徴を伸ばす

受診患者と医師にとって有益

18

→まずは例から
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ナイアガラ分析II （○○外科）
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診区11

稼働額累計

→受診患者数

XXX病院

ナイアガラ分析II （○○外科）

0

2000000

4000000

6000000

8000000

10000000

12000000

14000000

16000000

18000000

1 128 255 382 509 636 763 890 1017 1144 1271 1398 1525 1652 1779 1906 2033 2160 2287 2414 2541 2668 2795

80

70

60

54

50

40

33

31

27

26

25

23

22

21

14

13

12

診療区分11

Yyy病院

中間層のリハビリ、高額層の画像検査、注射

ナイアガラ分析II （○○外科）
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診療区分11

zzz病院

新患と画像検査、ついで14在宅が目を引く

外来 検査 入院 手術 後治療

パス

地域と関わり

→パスを使うと？
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パスの適用率（病院単位）

施設 xxx yyy zzz

パス適用率(%) 43 28 40
パス適用数 1433 730 629

入院患者数 3259 2591 1569

→使用状況

パス適用患者のIDと開始日を追加で収集

パスの適用状況（MDC別）

比較的共通してパス
適用

適用状況に差がある
もの

パス適用困難

02眼科
05循環器
11泌尿器
12婦人科

01脳・神経
04呼吸器
05循環器
06消化器＊

18（外傷）

入院期間とパス適用数

MDC別パス適用数（入院期間7日以内） 【MDC02眼科】白内障への集中
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白内障
片目 両 目

入院期間

MDC05 循環器領域

施設 診区 解釈 行為 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目

xxx

13

B009 退院時診療状況添付加算 2

診療情報提供料（１） 2

B0082 薬剤管理指導料２（安全管理を要する医薬品投与患者） 1

B014 退院時薬剤情報管理指導料 3

B0083 薬剤管理指導料３（１及び２以外の患者） 6

33
G0002 精密持続点滴注射加算 4 1

G0042 点滴注射 6 2

50
K546 経皮的冠動脈形成術 1

K549 経皮的冠動脈ステント留置術 5 1

yyy

13

B009 退院時診療状況添付加算 1

診療情報提供料（１） 1

B0082 薬剤管理指導料２（安全管理を要する医薬品投与患者） 1

B0083 薬剤管理指導料３（１及び２以外の患者） 2

50 K549 経皮的冠動脈ステント留置術 3

zzz

13

B00110 入院栄養食事指導料 10 1

B009 退院時診療状況添付加算 4

診療情報提供料（１） 4

B0082 薬剤管理指導料２（安全管理を要する医薬品投与患者） 1 4 4 1

B014 退院時薬剤情報管理指導料 9

33
G0002 精密持続点滴注射加算 1

G0042 点滴注射 1

50
K546 経皮的冠動脈形成術 1

K549 経皮的冠動脈ステント留置術 10

パスの項目別算定数

まさにパス

狭心症パスで使用の診療材料
診療区分 行為 xxx yyy zzz

33
プラスチックカニューレ型静脈内留置針（標準型） 7

プラスチックカニューレ型静脈内留置針（針刺し事故防止機構付加型） 3 2

50

血管造影用シースイントロデューサーセット（一般用） 8 5 13

血管造影用カテーテル（一般用） 11 15

ガイディングカテーテル（冠動脈用） 7 5 12

ＰＴＣＡ用カテーテル（一般型） 7 2 14

ＰＴＣＡ用カテーテル用ガイドワイヤー（複合・高度狭窄部位） 4 1 18

冠動脈用ステントセット（再狭窄抑制型） 5 3 14

血管内超音波プローブ（標準（２）） 3 3 12

血管造影用ガイドワイヤー（交換用） 6 1 11

ＰＴＣＡ用カテーテル用ガイドワイヤー（一般用） 6 3 1

血管造影用シースイントロデューサーセット（蛇行血管用） 8

冠動脈狭窄部貫通用カテーテル 1 3

ＰＴＣＡ用カテーテル（スリッピング防止型） 1 3

血管造影用圧センサー付ガイドワイヤー 1 2

膀胱留置用ディスポーザブルカテーテル（２管一般（３）） 2

冠動脈用ステントセット（一般型） 1 1

血管造影用ガイドワイヤー（一般用） 2

血管造影用マイクロカテーテル（造影能強化型） 1

血管内異物除去用カテーテル（細血管用） 1

体外ペースメーカー用電極（一時ペーシング型） 1

選択と集中（消化器 術有）

胆石胆嚢炎

鼡径ヘルニア

大腸ポリープ
胃癌
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大腸ポリペクパスと入院期間

ZZZ病院のパスのコンセプトははっきりしている 狭心症、ﾎﾟﾘﾍﾟｸ

外来 検査 入院 手術 後治療

パス

地域と関わり

→患者さんはどこから

前半のまとめ
3病院の比較のみでもさまざまな特徴が把握できる

診療圏の把握（救急車来院と紹介）
個々の病院での分析①

山形市立病院済生館の診療圏

市町村 二次医療圏 入院件数 構成比 累積

山形市 村山 8770 69.4% 69.4%

上山市 村山 1011 8.0% 77.4%

寒河江市 村山 492 3.9% 81.2%

天童市 村山 473 3.7% 85.0%
東村山郡山辺町 村山 364 2.9% 87.9%
東村山郡中山町 村山 180 1.4% 89.3%

東根市 村山 153 1.2% 90.5%

西村山郡河北町 村山 132 1.0% 91.5%

西村山郡大江町 村山 111 0.9% 92.4%

村山市 村山 79 0.6% 93.0%

西村山郡朝日町 村山 73 0.6% 93.6%

南陽市 置賜 53 0.4% 94.0%
西置賜郡白鷹町 置賜 51 0.4% 94.4%

西村山郡西川町 村山 50 0.4% 94.8%

尾花沢市 村山 48 0.4% 95.2%

米沢市 置賜 43 0.3% 95.6%

長井市 置賜 41 0.3% 95.9%

新庄市 最上 33 0.3% 96.1%

北村山郡大石田町 村山 23 0.2% 96.3%

東置賜郡高畠町 置賜 20 0.2% 96.5%

鶴岡市 庄内 20 0.2% 96.6%

以下 省略 425 3.4% 100.0%

総計 12645

入院患者の地域分布（視覚化）

• 様式１と昨年の配布データでできます

• 皆さんもやってみませんか

疾病構造変化と医療サービス提供
（入院＋外来）

個々の病院での分析②
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診療圏人口の年齢構成（基準年 2012） 年齢構成推計（2020年）
DPCファイルによる地域における入院数将来推計

DPC Dファイル 市町村別将来人口推計
（5年間隔、5歳刻み）
（国立人口問題研究所）

様式１ 患者属性
郵便番号、年齢、性

現在人口（年齢別）年齢別疾患別入院頻度の算出

疾患別入院数（年齢別、性別）

38

将来人口（年齢別）年齢別疾患別入院数の推計

将来入院数の推計（年齢別、疾患別も可）

入院件数の推移（年齢別）

39

MDC別入院患者数（15歳以上）

DPC上6桁 名称 2012年実績2015年 2020年 2025年 2030年

010060 脳梗塞（JCS30未満） 605 1.06 1.15 1.21 1.26

040080 肺炎、急性気管支炎、急性細気管支炎（15歳以上） 403 1.08 1.18 1.26 1.34

11012x 上部尿路疾患 342 0.99 0.99 0.99 0.98

040081 誤嚥性肺炎 320 1.14 1.35 1.51 1.66

040040 肺の悪性腫瘍 274 1.04 1.07 1.11 1.12

020110 白内障、水晶体の疾患 200 1.05 1.11 1.14 1.16

050130 心不全 190 1.09 1.21 1.31 1.41

060020 胃の悪性腫瘍 168 1.04 1.12 1.16 1.17

160800 股関節大腿近位骨折 162 1.11 1.27 1.38 1.46

110280 慢性腎炎症候群・慢性間質性腎炎・慢性腎不全 156 1.03 1.04 1.03 1.03

010040 非外傷性頭蓋内血腫（JCS30未満） 149 1.04 1.07 1.09 1.12

050050 狭心症、慢性虚血性心疾患 148 1.04 1.10 1.11 1.12

060035 大腸（上行結腸からＳ状結腸）の悪性腫瘍 148 1.04 1.07 1.08 1.08

030250 睡眠時無呼吸 147 1.01 1.00 0.97 0.93

060340 胆管（肝内外）結石、胆管炎 132 1.09 1.22 1.32 1.41

120180 多胎妊娠等 118 0.94 0.86 0.81 0.76

060210 腸閉塞（非ヘルニア） 109 1.04 1.10 1.15 1.18

110080 前立腺の悪性腫瘍 108 1.04 1.09 1.09 1.03

表2疾患別（DPC上6桁別）入院患者数推移（15歳以上）：色タイル分析

2012年実績を１．００とした相対値
赤：減少 青：増加

救急 検査 入院 手術 後治療

人口構成変化はどこに負担をかけるか

在宅

42



2014/6/29

8

DPCファイルによる診療行為数推計

DPC Fファイル 市町村別将来人口推計
（5年間隔、5歳刻み）
（国立人口問題研究所）

様式１ 年齢

現在人口（年齢別）年齢別医療行為頻度の算出

医療行為件数（年齢別、入外別）

43

将来人口（年齢別）年齢別医療行為件数の推計

将来医療行為件数の推計（年齢別、疾患別も可）

救急車来院：色タイル分析
年齢 2012年 2015年 2020年 2025年 2030年
0～4歳 233 0.96 0.85 0.78 0.73
5～9歳 86 0.95 0.89 0.79 0.72
10～14歳 80 0.96 0.88 0.83 0.73
15～19歳 115 0.96 0.89 0.82 0.77
20～24歳 100 0.97 0.94 0.87 0.80
25～29歳 87 0.92 0.90 0.87 0.81
30～34歳 101 0.91 0.79 0.78 0.75
35～39歳 110 0.95 0.82 0.71 0.70
40～44歳 103 1.06 0.98 0.84 0.73
45～49歳 112 1.00 1.11 1.03 0.88
50～54歳 148 0.97 0.98 1.08 1.00
55～59歳 179 0.93 0.89 0.89 0.99
60～64歳 288 0.94 0.84 0.80 0.81
65～69歳 258 1.12 1.01 0.91 0.86
70～74歳 334 1.03 1.25 1.14 1.02
75～79歳 482 0.99 1.04 1.28 1.16
80～84歳 620 1.03 1.02 1.09 1.34
85～89歳 718 1.14 1.22 1.23 1.32
90歳以上 555 1.26 1.73 2.08 2.29

総計 4709 1.05 1.11 1.15 1.19

処置（診療区分40）：色タイル分析
診療行為 2012年 2015年 2020年 2025年 2030年
J022-2  摘便 2099 1.10 1.23 1.33 1.42
J118    介達牽引 399 1.09 1.22 1.32 1.40
J018    喀痰吸引 15573 1.09 1.21 1.31 1.39
J120    鼻腔栄養 9256 1.08 1.20 1.30 1.37
J024    酸素吸入 17260 1.08 1.18 1.26 1.33
J063    留置中のカテ 942 1.07 1.18 1.26 1.31
J0453   人工呼吸 2387 1.07 1.18 1.26 1.30
J063    留置カテーテ 2547 1.07 1.16 1.23 1.29
J0531   皮膚科軟膏処置 1331 1.07 1.14 1.18 1.24
J1192   消炎鎮痛等処 2415 1.05 1.12 1.17 1.22
J0383   人工腎臓（導入期） 399 1.05 1.10 1.12 1.18
J0022   ドレーン法 6843 1.04 1.09 1.14 1.14
J0021   ドレーン法 2130 1.03 1.07 1.09 1.10
J0002   創傷処置 9435 1.03 1.07 1.09 1.09
J0001   創傷処置 10144 1.02 1.05 1.06 1.07
J0383   障害者等加算 5524 1.04 1.06 1.07 1.06
J0381   人工腎臓（慢性） 10063 1.03 1.04 1.04 1.04
J0541   皮膚科光線療法 944 1.03 1.06 1.05 1.03
J0383   透析液水質確保加算 13364 1.03 1.04 1.03 1.03
J0383   人工腎臓（その他） 3058 1.01 1.03 1.00 0.98
J0543   皮膚科光線療法 669 1.00 0.99 0.98 0.94
J1228   四肢ギプスシ 554 1.00 0.98 0.95 0.92
J115    超音波ネブライザー 2094 0.99 0.98 0.95 0.92
J100    副鼻腔手術後 376 1.00 0.99 0.95 0.92

手術件数（入院）：色タイル分析
診療行為 2012年 2015年 2020年 2025年 2030年

内視鏡的胆道ステント留置術 41 1.11 1.09 1.05 1.09

経皮的胆管ドレナージ術 37 1.06 1.09 1.09 1.07

骨折観血的手術（大腿） 121 1.12 1.16 1.10 1.07

人工骨頭挿入術（股） 37 1.08 1.10 1.09 1.06

胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術を含む） 42 1.09 1.11 1.07 1.04

経尿道的尿管ステント留置術 87 1.02 1.02 1.03 1.04

膀胱悪性腫瘍手術（経尿道的手術）（電解質溶液利用） 64 1.04 1.09 1.05 1.02

鼠径ヘルニア手術 88 1.03 1.01 1.03 1.02

水晶体再建術（眼内レンズを挿入する場合） 361 1.05 1.05 1.04 1.02

内視鏡的消化管止血術 132 1.04 1.03 1.00 1.02

経皮的冠動脈ステント留置術 69 1.04 1.03 1.01 1.01

結腸切除術（全切除、亜全切除又は悪性腫瘍手術） 44 1.04 1.03 1.04 1.01

慢性硬膜下血腫穿孔洗浄術 108 1.06 1.08 1.07 1.01

内視鏡的乳頭切開術（乳頭括約筋切開のみ） 51 1.07 1.07 1.04 1.01

水頭症手術（シャント手術） 39 1.02 1.03 1.05 1.01

脳血管内手術（１箇所） 44 1.02 1.07 1.00 0.99

骨折観血的手術（下腿） 40 0.98 0.97 0.98 0.99

内視鏡的結腸ポリープ・粘膜切除術（長径２ｃｍ未満） 116 1.02 1.03 1.03 0.99

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 144 0.99 0.98 0.99 0.98

経尿道的尿路結石除去術（レーザー） 51 0.99 0.96 1.00 0.98

腹腔鏡下胆嚢摘出術 73 0.99 1.02 1.00 0.96

帝王切開術（緊急帝王切開） 41 0.94 0.90 0.93 0.95

帝王切開術（選択帝王切開） 43 0.95 0.89 0.92 0.95

子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（開腹） 47 0.99 1.00 0.97 0.94

口蓋扁桃手術（摘出） 98 0.95 0.94 0.92 0.93

リハビリ、放射線治療（診療区分80）：色タイル分析
行為 2012年 2015年 2020年 2025年 2030年
早期リハビリテーション加算 16674 1.06 1.13 1.19 1.23
脳血管疾患等リハビリテーション料（１）（廃用症候群以外） 13454 1.05 1.11 1.16 1.18
運動器リハビリテーション料（１） 4292 1.07 1.15 1.22 1.27
脳血管疾患等リハビリテーション料（２）（廃用症候群以外） 2879 1.06 1.14 1.19 1.24
運動器リハビリテーション料（２） 1922 1.00 1.00 0.99 0.97
脳血管疾患等リハビリテーション料（１）（廃用症候群） 1756 1.05 1.14 1.19 1.22
リハビリテーション総合計画評価料 1015 1.05 1.11 1.16 1.19
脳血管疾患等リハビリテーション料（２）（廃用症候群） 348 1.03 1.09 1.10 1.11
呼吸器リハビリテーション料（１） 329 1.06 1.07 1.10 1.06
入院精神療法（１） 20 1.06 1.09 1.09 1.08
入院精神療法（２）（６月以内） 1 0.94 0.84 0.80 0.81

行為 2012年 2015年 2020年 2025年 2030年
外来放射線治療加算 3864 1.02 1.04 1.06 1.04
体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（４門以上の照射） 2523 1.03 1.08 1.11 1.09
体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（非対向２門照射） 1554 1.01 1.02 1.03 1.02
画像誘導放射線治療加算 1252 1.01 1.07 1.15 1.09
体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（対向２門照射） 741 1.04 1.08 1.09 1.11
体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（１門照射） 525 1.05 1.08 1.12 1.15
体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（１門照射） 327 1.04 1.04 1.06 1.11
放射線治療専任加算 210 1.03 1.06 1.08 1.07
体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（３門照射） 203 1.05 1.15 1.09 1.08
放射線治療管理料（４門以上の照射） 115 1.03 1.07 1.11 1.08
放射性同位元素内用療法管理料（甲状腺機能亢進症に対するもの） 91 0.97 0.92 0.88 0.83
体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（対向２門照射） 74 1.05 1.04 1.07 1.14
放射線治療管理料（非対向２門照射） 70 1.02 1.04 1.05 1.06
体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（原体照射） 48 1.01 1.06 1.19 1.14
放射線治療管理料（対向２門照射） 47 1.03 1.06 1.09 1.11
放射線治療管理料（１門照射） 39 1.03 1.07 1.10 1.11
体外照射用固定器具加算 30 1.03 1.05 1.07 1.07
体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（非対向２門照射） 12 0.98 0.92 0.92 1.03
放射線治療管理料（３門照射） 12 1.05 1.12 1.07 1.07
放射性同位元素内用療法管理料（甲状腺癌に対するもの） 9 1.03 1.07 1.02 0.93
直線加速器による放射線治療（定位放射線治療・体幹部に対する） 7 1.06 1.05 1.08 1.18
体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（４門以上の照射） 6 0.96 0.87 0.85 0.90
体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（原体照射） 5 0.99 1.04 1.28 1.16
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人口変化のまとめ
（山形市立病院済生館）

◆がんは現状維持

◆肺炎・誤嚥性肺炎の増加

ー酸素吸入、喀痰吸引

◆加齢現象による骨折

◆動脈硬化性疾患

（虚血性心疾患、脳梗塞）

心不全、廃用症候群

◆診療部門

救急室の機能、リハビリ

生体機能の低下

生活習慣病の進展

設備と機能への提案

まとめ

• DPCデータで病院の現在と、将来の特徴を議
論することは可能

発表の機会をいただいたDPCデータ調査研究班の先生方に感謝いたします。


